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新刊
紹介

■ 大塚健司 ■

大
塚
健
司
編

『
ア
ジ
ア
の
生
態
危
機
と
持
続
可
能
性

―
フ
ィ
ー
ル
ド
か
ら
の
サ
ス
テ
イ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
論
―
』

研
究
双
書
№
六
一
六
、
ア
ジ
ア
経
済
研
究
所
、
二
〇
一
五
年

　
一
九
八
四
年
に

「
環
境
と
開
発
に
関

す
る
世
界
委
員
会
」

が
設
置
さ
れ
、
そ
の

三
年
後
に
公
表
さ
れ

た
報
告
書
「
わ
れ
ら

共
有
の
未
来
」
の
な

か
で
、
世
界
の
生
態

危
機
に
警
鐘
が
鳴
ら

さ
れ
て
か
ら
、
三
〇

年
近
く
が
経
つ
。
そ
こ
で
「
将
来
の
世
代
の

ニ
ー
ズ
を
満
た
す
能
力
を
損
ね
る
こ
と
な
く
、

今
日
の
世
代
の
ニ
ー
ズ
を
満
た
す
よ
う
な
開

発
」
と
し
て
「
サ
ス
テ
イ
ナ
ブ
ル
・
デ
ィ
ベ

ロ
ッ
プ
メ
ン
ト
」
の
必
要
性
が
提
唱
さ
れ
た

こ
と
は
有
名
で
あ
る
。
そ
の
間
、
多
く
の
取

り
組
み
や
議
論
が
各
国
、
各
地
域
、
さ
ら
に

は
国
境
を
越
え
て
行
わ
れ
て
き
た
も
の
の
、

そ
の
根
本
に
あ
る
環
境
・
経
済
・
社
会
の
持

続
可
能
性
―
―
サ
ス
テ
イ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
―
―

を
め
ぐ
る
状
況
は
決
し
て
楽
観
視
で
き
る
も

の
で
は
な
い
。
わ
れ
わ
れ
の
足
元
で
あ
る
東

ア
ジ
ア
も
ま
た
、
経
済
開
発
の
進
行
、
人

口
・
地
域
構
造
の
変
容
、
気
候
変
動
に
よ
る

自
然
災
害
の
頻
発
な
ど
に
よ
っ
て
、
様
々
な

サ
ス
テ
イ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
の
脅
威
に
さ
ら
さ
れ

て
い
る
。
と
り
わ
け
日
本
で
二
〇
一
一
年
三

月
一
一
日
に
発
生
し

た
巨
大
地
震
と
津
波

が
も
た
ら
し
た
東
日

本
大
震
災
と
そ
れ
に

続
く
原
発
災
害
は
、

自
然
と
人
間
の
関
係

の
あ
り
方
に
つ
い
て
、

既
存
の
学
問
領
域
を

越
え
た
多
く
の
問
題

を
つ
き
つ
け
て
い
る
。

　
本
書
は
、
生
態
危
機
と
持
続
可
能
性
を
表

裏
一
体
の
関
係
と
し
て
と
ら
え
、
わ
れ
わ
れ

は
生
態
危
機
を
い
か
に
乗
り
越
え
て
き
た
の

か
、
あ
る
い
は
乗
り
越
え
て
い
け
る
の
か
、

現
実
の
生
態
危
機
へ
の
人
間
社
会
の
対
応
可

能
性
か
ら
サ
ス
テ
イ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
の
あ
り
方

を
探
求
す
る
こ
と
を
め
ざ
し
て
行
わ
れ
た
、

文
化
人
類
学
、
経
済
学
、
歴
史
地
理
学
、
環

境
学
な
ど
異
な
る
デ
ィ
シ
プ
リ
ン
を
持
つ

フ
ィ
ー
ル
ド
研
究
者
に
よ
る
学
際
的
共
同
研

究
の
成
果
で
あ
る
。

　
本
書
の
特
徴
と
し
て
は
、
学
際
的
な
共
同

研
究
で
あ
る
こ
と
に
加
え
て
、
と
く
に
ア
ジ

ア
を
対
象
と
し
た
環
境
研
究
と
し
て
は
、
経

済
成
長
の
「
中
心
」
か
ら
「
周
辺
」
に
視
点

を
移
し
、
周
辺
の
フ
ィ
ー
ル
ド
か
ら
の
サ
ス

テ
イ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
論
の
展
開
を
試
み
て
い
る

こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
れ
ま
で
主
に
経
済

成
長
の
「
中
心
」
に
お
け
る
開
発
と
環
境
を

め
ぐ
る
諸
問
題
を
解
決
し
て
い
く
た
め
の
政

策
論
と
し
て
環
境
ガ
バ
ナ
ン
ス
論
が
展
開
さ

れ
て
き
た
。
そ
の
な
か
で
注
目
さ
れ
て
き
た

の
は
、
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
中
核
を
な
す
統
治
の

仕
組
み
や
そ
れ
に
対
抗
す
る
社
会
運
動
で

あ
っ
た
。
そ
れ
に
対
し
て
本
書
で
は
、
持
続

可
能
性
（
サ
ス
テ
イ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
）
を
め
ぐ

る
ガ
バ
ナ
ン
ス
を
広
く
視
野
に
入
れ
、
①

「
中
心
周
辺
関
係
」
と
い
っ
た
空
間
・
社
会

軸
、
②
長
期
的
な
「
変
化
」
を
と
ら
え
る
時

間
軸
、
③
人
間
社
会
シ
ス
テ
ム
と
自
然
生
態

系
の
相
互
作
用
（
社
会
―
生
態
シ
ス
テ
ム
）

と
い
う
三
つ
の
視
角
を
重
視
し
て
い
る
。

　
ま
た
事
例
研
究
に
あ
た
っ
て
は
、
力
点
の

置
き
方
は
各
事
例
に
よ
っ
て
異
な
る
も
の
の
、

基
層
の
地
域
社
会
・
集
団
に
お
け
る
経
験
や

過
程
に
着
目
す
る
と
と
も
に
、
そ
れ
を
よ
り

高
次
か
つ
広
域
シ
ス
テ
ム
に
お
け
る
ガ
バ
ナ

ン
ス
の
枠
組
み
の
な
か
で
検
討
す
る
と
い
う

共
通
の
方
法
を
と
っ
て
い
る
。
そ
し
て
各
事

例
を
通
し
て
、
主
体
（
生
業
集
団
、
農
山
漁

村
、
流
域
社
会
）、
環
境
の
変
化
（
社
会
・

環
境
変
動
、
気
象
災
害
、
開
発
災
害
）、
サ

ス
テ
イ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
の
課
題
（
適
応
・
順
応
、

維
持
・
発
展
、
脱
却
・
回
復
）
と
い
っ
た
三

つ
が
共
通
要
素
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

　
各
章
の
概
略
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

第
一
章
（
中
村
知
子
論
文
）
と
第
二
章
（
卯

田
宗
平
論
文
）
で
は
、
自
然
生
態
系
の
な
か

で
生
業
を
営
む
民
族
集
団
（
第
一
章
モ
ン
ゴ

ル
、
第
二
章
中
国
エ
ヴ
ェ
ン
キ
族
）
を
対
象

と
し
て
変
化
す
る
環
境
へ
の
適
応
・
順
応
に

つ
い
て
論
じ
て
い
る
。
第
三
章
（
山
田
七
絵

論
文
）
と
第
四
章
（
藤
田
香
論
文
）
は
、
経

済
成
長
の
「
中
心
」
と
な
る
地
域
に
比
べ
て

自
然
・
社
会
経
済
的
条
件
が
不
利
な
内
陸
地

域
や
山
間
地
域
に
お
い
て
、
農
村
の
維
持
・

発
展
可
能
性
を
め
ぐ
る
問
題
に
つ
い
て
中
国

（
張
掖
）
と
日
本
（
高
知
）
の
フ
ィ
ー
ル
ド

か
ら
論
じ
て
い
る
。
第
五
章
（
地
田
徹
朗
論

文
）
と
第
六
章
（
大
塚
論
文
）
で
は
、
自
然

改
造
（
第
五
章
ア
ラ
ル
海
）
や
工
業
開
発

（
第
六
章
淮
河
流
域
）
に
と
も
な
う
環
境
破

壊
に
よ
り
も
た
ら
さ
れ
た
災
害
か
ら
の
脱
却

に
向
け
た
対
応
策
を
め
ぐ
る
複
雑
な
構
図
を

解
き
明
か
す
こ
と
を
試
み
て
い
る
。

　
こ
れ
ら
事
例
研
究
を
通
し
て
得
ら
れ
た
知

見
の
内
容
に
つ
い
て
は
紙
幅
の
関
係
か
ら
本

書
に
譲
り
た
い
。
本
書
を
通
し
て
伝
え
た

か
っ
た
こ
と
を
一
言
で
い
え
ば
、
サ
ス
テ
イ

ナ
ビ
リ
テ
ィ
と
い
う
課
題
に
つ
い
て
学
問
領

域
を
超
え
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
促
進

し
、
こ
の
課
題
に
関
心
を
も
つ
人
び
と
に
共

通
す
る
言
語
と
概
念
の
構
築
を
行
っ
て
い
く

こ
と
の
重
要
性
で
あ
る
。
な
お
、
先
に
本
誌

二
〇
一
三
年
七
月
号
で
は
特
集
「
生
態
危
機

と
サ
ス
テ
イ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
―
フ
ィ
ー
ル
ド
か

ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
―
」
を
組
ん
で
い
る
。
あ

わ
せ
て
ご
参
照
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

（
お
お
つ
か
　
け
ん
じ
／
ア
ジ
ア
経
済
研
究

所
　
環
境
・
資
源
研
究
グ
ル
ー
プ
）


